
資料編

1.　幼稚園、保育所、子育て支援施設における子どもの読書活動に関するアンケート

○調査対象：大阪市内幼稚園200園
○回答数：130園（65.0%）
○実施時期：平成24年2月～3月

回答なし

回答なし

ある
ない

1冊
2冊
3冊
4冊以上
回答なし

1週間未満
1週間
2週間
2週間以上
その他

【その他】

○

○

○ 月刊絵本を配布

○ 絵本づくり

○

○

（1）　幼稚園における子どもの読書活動に関するアンケート

クラス毎に同じ絵本を順に持ち
帰り、保護者にも読んでもらう

土曜日の自由登園日に園内を地
域の子どもにも開放している

貸出カードに子どもの様子、会
話など記入してもらい園生活の
参考としている

月に１回保護者と一緒に絵本を
読む時間を設けている

2
11 13 14 13

74

3
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20

40

60

80

100冊以下 101～200冊 201～300冊 301～400冊 401～500冊 501冊以上 回答なし

問3 貴施設の子ども向け図書の所蔵冊数は?

53

76

1

0

10
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40

50

60

70

80

施設内でのみ運用 貸出している 回答なし

問5 所蔵資料はどのように運用されていますか?

75

1

0

10

20

30

40

50

60

70

80

ある ない

問6 貸出冊数や期間に決まりはありますか

（問5「貸出している」回答施設のみ）

47
18

6
2 2

0

10

20

30

40

50

1冊 2冊 3冊 4冊以上 回答なし

貸出冊数（問6「決まりがある」回答施設のみ）

26
33

3
1 1

11

0

5

10

15

20

25

30

35

1週間未満 1週間 2週間 2週間以上 その他 回答なし

貸出期間（問6「決まりがある」回答施設のみ）

130

124

27

19

39

14

0 20 40 60 80 100 120 140

絵本等の読み聞かせを実施している

子どもが自由に本を読む時間を設けてい

る

教員・保育士向けに読書推進のための研

修等を実施している

保護者向けに読書推進のための講演会等

を開催している

保護者向けにおすすめ絵本の紹介等を

行っている

その他

問7 貴施設ではどのような読書活動をされていますか?（複数回答可）
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【その他】

○ 編集者

○ 読書アドバイザー

○ 預かり保育指導員

【その他】

○ 人に対する思いが育つ

○

○ 心を育てることに役立つ

○

○ 読み手との心の交流

○

【その他】

○

○

○

新しい絵本やおはなしとの出会
い

担任を中心とする読み聞かせ
は、好みで選んでしまうので、
広い視野で絵本を選べる

教師自身もいろいろな絵本を知
る機会となる

読み手と聞き手の間に信頼関係
ができる

心の安定につながる　受け入れ
られていることを感じる

とにかく絵本を読んでもらうこ
とが好きな子に育っている

126

13

50

11

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120 130

教員・保育士

保護者ボランティア

地域ボランティア

その他

問8-1 読み聞かせは誰が行っていますか?（複数回答可）

86
33

4 1 1 5

0

30

60

90

毎日 週2～3回程度 週1回程度 月2～3回程度 月1回程度 回答なし

問8-2 読み聞かせはどの程度の頻度で実施されていますか?

83

73

98

104

81

115

99

6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100110120

読書意欲の醸成を図ることができる

読書習慣の形成につながる

言葉を学ぶことができる

創造力が豊かになる

表現力が豊かになる

人の話を聞く態度が身につく

集中力が養われる

その他

問8-4 読み聞かせによって効果があった（効果が期待できる）点は

何ですか?（複数回答可）

39

42

30

34

14

4

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

教員・保育士等以外の大人との出会い・ふ

れあい

絵本の世界を知る楽しみや喜び

絵本に親しむきっかけづくり

手遊び・パネルシアター・ペープサート等

の遊び

人形劇等の演劇

その他

問8-5 ボランティアによる読み聞かせに期待することは何ですか?
（問8-1「ボランティアが読み聞かせを行っている」回答施設のみ複数回答あり）
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月1回程度

年1回程度
回答なし

その他

【その他】

○ 移動図書館を利用しているから

○

○

○

問12．子どもの読書に関わってご意見をご自由にお書きください。
○

○

○

○
○ ボランティアの方が来られて自分たちの知らない本に出会えるとうれしい。
○

○

○

○

○ 行事や季節特有な事柄は言葉だけでは伝わりにくいので絵本を活用。
○
○

教員に対する絵本の選び方、読み聞かせの研修があればよい。

決まった時間に大勢で読み聞かせを楽しむことは幼稚園等でしかできないので必要。想像力を働かせ
友だちと楽しさを共有できるのは大切。自分が見たいと思ったときに絵本が見られる環境も大切。

昔話も出版によって内容が違うものが多く、絵本の与え方に迷いを感じることがある。現代作家の絵
本は内容や訴えたい主旨が子どもにどう伝わるか、考えながら読み聞かせをしている。

自分で選ぶとかたよりがでるので、おすすめ絵本を月ごと等で紹介してもらいたい。

絵本部（PTAサークル）の人が月に１回読み聞かせをしてくれている。知っている保護者から聞く、と
いうことで親しみがわいている。

地域の保・幼・小・中の子育て専門部研修で読書推進を中心に情報交流等を行っている。その中で、
幼児期は絵本やお話が好きな子どもたちが多いのに、小・中と年齢が上がるにつれて、活字離れして
いくことを実感している。

絵本を見たり読むことは大切だが、絵本そのものの扱い方がよくない。破れていたり逆さまに入れた
りしている。大切に扱うことを具体的に指導する必要がある。

最近、ご家庭でも絵本の読み聞かせをしたことがないとおっしゃる保護者の方がふえたように思う。

子どもの年齢にあわせた絵本リストを独自に発行。長く読み続けられている絵本を厳選して与えるこ
とで絵本の面白さに気付く。

保護者は、字が読めるようになると一人で読みなさいと言いがちなので、教員が、絵本をなぜ一緒に
よむのかということなどを知らせていく必要がある。

行事が多く出かける余裕がない

読書環境整備事業で本を借りて
いる

図書館が開いている時間に間に
合わない

22

107

1
0

20

40

60

80

100

120

利用している 利用していない 回答なし

問9 大阪市立図書館に来館されて団体貸出

を利用されていますか?

4

6 11

1

0

2

4

6

8

10

12

月1回程度 四半期に1回程度 年1回程度 回答なし

問10-1 どの程度の頻度で利用されていますか?

（問9「利用している」回答施設のみ）

17

5

2

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

教員・保育士等が図書館に行って本を選んで借りている

（散歩の途中等で立ち寄るなどして）子どもたちが直接借り

たい本を選んでいる

その他

問10-2 どのような時に利用されていますか?

（問9「利用している」回答施設のみ 複数回答可）

53

13

25

22

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55

図書館が遠い（運搬手段がない）ので借り

に行けないから

手続きや管理が煩雑だから

自施設にある図書で十分足りているから

その他

問11 利用されない理由は何ですか?

（問9「利用していない」回答施設のみ 複数回答可）
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○調査対象：大阪市内保育所381施設
○回答数：227施設（69.6%）
○実施時期：平成24年2月～3月

回答なし

ある
ない
回答なし

【その他】

○

○ 文庫活動

○ 絵本ひろばの開催

○

○ 保護者向けに育児の本を貸出

全園児に毎月の絵本を購入して
もらう

クラスで毎日読む絵本は保護者
から費用を徴収し担任が選んで
購入する。1年間親しんだ絵本
は、学年末にお気に入りを選ん
で持ち帰ってもらい家庭でも楽
しんでもらう

（2）保育所における子どもの読書活動に関するアンケート

16

36 34
27

32

73

9
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80

100冊以下 101～200冊 201～300冊 301～400冊 401～500冊 501冊以上 回答なし

問3 貴施設の子ども向け図書の所蔵冊数は?

121
105

1
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140

施設内でのみ運用 貸出している 回答なし

問5 所蔵資料はどのように運用されていますか?

96

9
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ある ない

問6 貸出冊数や期間に決まりはありますか

（問5「貸出している」回答施設のみ）

65

16

3 2
10
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50

60

70

1冊 2冊 3冊 4冊以上 回答なし

貸出冊数（問6「決まりがある」回答施設のみ）

40
37

4
1

14

0

10

20

30

40

50

1週間未満 1週間 2週間 2週間以上 回答なし

貸出期間（問6「決まりがある」回答施設のみ）

227

213

43

17

130

39

0 40 80 120 160 200 240

絵本等の読み聞かせを実施している

子どもが自由に本を読む時間を設けてい

る

教員・保育士向けに読書推進のための研

修等を実施している

保護者向けに読書推進のための講演会

等を開催している

保護者向けにおすすめ絵本の紹介等を

行っている

その他

問7 貴施設ではどのような読書活動をされていますか?（複数回答可）
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【その他】

○ 実習生

○ 絵本業者

○ 絵本アドバイザー

○ 書店員

○ 外国人スタッフ

【その他】

○ 情緒の安定

○ 本を大切にする

○ 字を覚えるのが早い

○ 表現（感情）が豊かになる

○

○ 食育につながる

○ 知識意欲が養われる

○

○

○

【その他】

○

○ 読み方の参考（お手本）になる

○ アイデアを参考に

○

○

絵本の情報を教えもらうなど、
保育士にとって勉強になる

読み手によって違ってくる絵本
の世界の広がり。知らない本と
の出会い

保護者や保育士から愛されてい
ると実感できる

絵本を介して大人とのコミュニ
ケーションをとる

言葉の音・テンポで楽しさを味
わう

友だちとの共感等、人との関係
が育つ

職員に学んでもらいたい技術や
姿勢の獲得

227

6

130

31

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200 220 240

教員・保育士

保護者ボランティア

地域ボランティア

その他

問8-1 読み聞かせは誰が行っていますか?(複数回答可）

215

11
0 0 1

0

40

80

120

160

200

240

毎日 週2～3回程度 週1回程度 月2～3回程度 月1回程度

問8-2 読み聞かせはどの程度の頻度で実施されていますか?

130

133

175

201

172

185

173

20

0 30 60 90 120 150 180 210

読書意欲の醸成を図ることができる

読書習慣の形成につながる

言葉を学ぶことができる

創造力が豊かになる

表現力が豊かになる

人の話を聞く態度が身につく

集中力が養われる

その他

問8-4 読み聞かせによって効果があった（効果が期待できる）点は

何ですか?（複数回答可）

106

99

73

64

30

8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100110

教員・保育士等以外の大人との出会い・ふ

れあい

絵本の世界を知る楽しみや喜び

絵本に親しむきっかけづくり

手遊び・パネルシアター・ペープサート等の

遊び

人形劇等の演劇

その他

問8-5 ボランティアによる読み聞かせに期待することは何ですか?

（問8-1「ボランティアが読み聞かせを行っている」回答施設のみ 複数回答あり）
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年1回程度
回答なし

その他

【その他】

○ 必要な本は購入している

○

○ 読書環境整備で借りられるから

○

○ 読書に無関心な保護者を引きこむことが子どもへの啓発につながる。

○

○

○ 図書館が近くにあるので、団体貸出を利用してみたい。

○ 図書コーナーの充実を計画している。

○ 貸出をしたいが蔵書が不十分なので、図書館で廃棄する絵本等譲ってもらいたい。

○
○
○ 乳幼児の年齢にあわせた絵本の紹介、新刊情報がほしい。

○ 図書館で絵本が借りられることを知らせたい。　

○ 地域ボランティアを紹介してもらいたい。

○ 移動図書館の情報がほしい。

保護者や保育士が心豊かにならねばといつも思う。大人への読み聞かせ等の研修があれば。

テレビ、ゲーム等により家庭で絵本を楽しむ時間が激減している。保育所で絵本の好きな子に育てた
い。

資料の団体貸出はたいへん助かる。引き続き尽力してほしい。

（読書環境整備について）なかなか図書館に行けない家庭が多い中、絵本の貸出により多くの絵本に
触れることができ、子どもにとっていい経験になっている。

保育士に「絵本が好き」という気持ちがあると選び方、読み方などの工夫があり子どもにより影響を
与えている。保育士への研修も深め、保護者と絵本の大切さ、良さを考えたい。

問12．子どもの読書に関わってご意見をご自由にお書きください。

団体貸出を知らず個人で借りて
いた

69
156

2
0
20
40
60
80
100
120
140
160

利用している 利用していない 回答なし

問9 大阪市立図書館に来館されて団体貸出

を利用されていますか?

20

27

18

4

0

5

10

15

20

25

30

月1回程度 四半期に1回程度 年1回程度 回答なし

問10-1 どの程度の頻度で利用されていますか?

（問9「利用している」回答施設のみ）

58

25

4

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60

教員・保育士等が図書館に行って本を選んで借りている

（散歩の途中等で立ち寄るなどして）子どもたちが直接借り

たい本を選んでいる

その他

問10-2 どのような時に利用されていますか?

（問9「利用している」回答施設のみ 複数回答可）

85

12

49

25

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

図書館が遠い（運搬手段がない）ので借り

に行けないから

手続きや管理が煩雑だから

自施設にある図書で十分足りているから

その他

問11 利用されない理由は何ですか?

（問9「利用していない」回答施設のみ 複数回答可）
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○調査対象：大阪市内子育て支援施設96施設
○回答数：56施設（58.3%）
○実施時期：平成24年2月～3月

【その他】

○

○ 絵本展を開催

○

○

（3）子育て支援施設における子どもの読書活動に関するアンケート

年齢に応じた絵本の相談に
応じる

親子向けに絵本に親しむ講
座を持っている

絵本の選び方等の講座を開
催

19 19
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100冊以下 101～200冊 201～300冊 301～400冊 401～500冊 501冊以上

問1 貴施設の子ども向け図書の所蔵冊数は?
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35

施設内でのみ運用 貸出している

問3 所蔵資料はどのように運用されていますか?

27
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ある ない

問4 貸出冊数や期間に決まりはありますか?

（問5「貸出している」回答施設のみ）

2

4

6
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6
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6
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10

1冊 2冊 3冊 4冊以上 回答なし

貸出冊数（問6「決まりがある」回答施設のみ）

6

17

4

0
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20

1週間 2週間 回答なし

貸出期間（問6「決まりがある」回答施設のみ）

55

48

2

7

35

7

0 10 20 30 40 50 60

絵本等の読み聞かせを実施している

子どもが自由に本を読む時間を設けている

教員・保育士向けに読書推進のための研修

等を実施している

保護者向けに読書推進のための講演会等

を開催している

保護者向けにおすすめ絵本の紹介等を行っ

ている

その他

問5 貴施設ではどのような読書活動をされていますか?（複数回答可）
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【その他】

○ 業者

【その他】

○

○ 行事等のイベント時

【その他】

○

○

○

○

【その他】

○

○

親子のふれあい、コミュニ
ケーション

生きていく上での教訓を知
ることにより、生活力や社
会性が身につく

保護者が絵本に興味を持
つ、大切さ、楽しみをわ
かってもらえる

保護者、子ども、スタッフ
と絵本を通して同じ時間を
共有できる

施設の職員以外の人に読ん
でもらうことは、同じ絵本
でも新鮮で、新しい絵本と
出会うこともある

「赤ちゃんと楽しむ絵本の
会」

同じ絵本でも違う感性があ
る

50

0

36

6

0 10 20 30 40 50 60

教員・保育士

保護者ボランティア

地域ボランティア

その他

問6-1 読み聞かせは誰が行っていますか?
（問5「絵本の読み聞かせを実施している」回答施設のみ 複数回答可）
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20

毎日 週2～3回程度 週1回程度 月2～3回程度 月1回程度 その他

問6-2 読み聞かせはどの程度の頻度で実施されていますか?

（問5「絵本の読み聞かせを実施している」回答施設のみ）

24

34

30

24

22

35

27

16

0 5 10 15 20 25 30 35 40

読書意欲の醸成を図ることができる

読書習慣の形成につながる

言葉を学ぶことができる

創造力が豊かになる

表現力が豊かになる

人の話を聞く態度が身につく

集中力が養われる

その他

問6-3 読み聞かせによって効果があった（効果が期待できる）点は何で

すか？（問5「絵本の読み聞かせをしている」回答施設のみ 複数回答可）

22

22

26

20

5

3

0 5 10 15 20 25 30

教員・保育士等以外の大人との出会…

絵本の世界を知る楽しみや喜び

絵本に親しむきっかけづくり

手遊び・パネルシアター・ペープサート…

人形劇等の演劇

その他

問6-4 ボランティアによる読み聞かせに期待することは何ですか?
（問6-1「ボランティアが読み聞かせを行っている」回答施設のみ 複数回答可）
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【その他】

○ 行事、イベント

○ 教室、講座

○ 絵本展用

【その他】

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ 来年は絵本展をしたい。

○

○ （読書環境整備事業について）保護者にも好評で次年度もお願いしたい。

貸出中だったり紙芝居など
破損していたりすることが
ある

破損・紛失を考えると利用
しづらい

読み聞かせをすることで絵本への興味関心が高まり、じっくり座って楽しんでいる。読み聞かせをし
た本を借りて帰る親子が多い。保護者向けの貸出も喜ばれる。

利用されている保護者の多くが絵本や読書から離れた環境で育ってきたと感じることが多いので、保
護者に興味を持ってもらうための工夫・配慮が必要。

本を楽しむことは何かの目的を達成するためではなく、大人も子どももその時間、感覚を味わうこと
が大切では。

読書環境整備事業の貸出を
活用している

近隣文庫による団体貸出を
利用

絵本コーナーを設けているが、全く絵本に興味がなかった子どもがいつのまにか楽しそうに絵本をめ
くっている。保護者に絵本に親しんでほしいと思い、絵本コーナーの充実、読み聞かせを続けていき
たい。

興味がない子も毎日読み聞かせをするなかで興味を示したり、家庭でも絵本をみるようになったと聞
いた。絵本を通じて親子でのコミュニケーションにつながったり、言葉を覚えたりするきっかけと
なっていることを実感している。

図書館の本を利用することでいろいろな絵本を提供できる。保護者にも図書館の利用や読み聞かせを
周知してもっといろいろな絵本に触れてほしい。

静かに絵本を楽しめるスペースが必要だと思うが、図書スペースが以前よりも狭くなってしまい、図
書館利用を勧めている。

問10．子どもの読書に関わってご意見をご自由にお書きください。

16

40

0

10

20

30

40

50

利用している 利用していない

問7 大阪市立図書館に来館されて団体貸出を

利用されていますか?

4

8

4

0

2

4

6

8

10

月1回程度 四半期に1回程度 年1回程度

問8-1 どの程度の頻度で利用されていますか?

（問9「利用している」回答施設のみ）

11

3

2

0 2 4 6 8 10 12

施設職員が図書館に行って本を選んで借りてい

る

その他

回答なし

問8-2 どのような時に利用されていますか?

（問7「利用している」回答施設のみ 複数回答可）

14

1

13

13

0 2 4 6 8 10 12 14 16

図書館が遠い（運搬手段がない）ので借り

に行けないから

手続きや管理が煩雑だから

自施設にある図書で十分足りているから

その他

問9 利用されない理由は何ですか?

（問8「利用していない」回答施設のみ 複数回答可）
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2.　第2次大阪市子ども読書活動推進計画　策定経過

日　　程

平成24年2月1日 第2次大阪市子ども読書活動推進計画　策定委員会（第1回）

第1次大阪市子ども読書活動推進計画の成果と課題について

第2次大阪市子ども読書活動推進計画骨子案について

幼稚園、保育所、子育て支援施設等へのアンケート調査について

平成24年2月～3月 幼稚園、保育所、子育て支援施設等へのアンケート調査実施

平成24年8月10日 第2次大阪市子ども読書活動推進計画　策定委員会（第2回）

第2次大阪市子ども読書活動推進計画素案について

平成24年度大阪市子どもの読書活動推進連絡会の開催について

平成24年10月12日 平成24年度大阪市子どもの読書活動推進連絡会

第2次大阪市子ども読書活動推進計画素案（案）について

平成24年12月5日 第2次大阪市子ども読書活動推進計画　策定委員会（第3回）

平成24年12月11日 第33回教育委員会会議

第2次大阪市子ども読書活動推進計画（素案）について審議

平成24年12月25日 第34回教育委員会会議

第2次大阪市子ども読書活動推進計画（素案）について審議、可決

平成25年1月15日

～平成25年2月12日

平成25年2月28日 第2次大阪市子ども読書活動推進計画　策定委員会（第4回）

同パブリックコメントへのご意見等をふまえた素案の修正について

平成25年3月19日 第10回教育委員会会議

第2次大阪市子ども読書活動推進計画の策定について審議、可決

平成25年4月23日 第2次大阪市子ども読書活動推進計画　公表

パブリックコメント実施にかかる第2次大阪市子ども読書活動推進計画

（素案）の確定について

第2次大阪市子ども読書活動推進計画（素案）パブリックコメントへのご

意見等に対する回答について

内　　容

第2次大阪市子ども読書活動推進計画（素案）にかかるパブリックコメント実施
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3． 第 2次大阪市子ども読書活動推進計画策定委員会 設置要綱 

 

１ 目 的 

平成 13 年に制定された「子どもの読書活動の推進に関する法律」第９条第 1 項の規定及び

国が策定した「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」を踏まえ、平成 18 年３月に

「大阪市子ども読書活動推進計画」(第一次)を策定した。 

平成 20 年 3 月、国が「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」(第二次)を策定し、

大阪府においても、平成 23 年 3月「第２次大阪府子ども読書活動推進計画」を策定している。 

「大阪市子ども読書活動推進計画」(第一次)では、計画の期間を平成 18 年度からおおむね

5 年間としているところ、平成 18 年度から平成 22 年度までの 5 年間の取組や成果を踏まえ

て、総合的に環境整備を図るため、関係者で構成する第 2次大阪市子ども読書活動推進計画策

定委員会を設置し、具体的な計画策定について協議する。 

 

２ 内 容 

 １ 第 2次大阪市子ども読書活動推進計画の策定に関すること。 

 ２ その他、必要な事項。 

 

３ 組 織 

 １ 委員会は、別表１に掲げる職にある者を委員として組織する。 

 ２ 委員会に、別表２に掲げる職にある者で組織するワーキング部会を置く。 

 

４ 委員長 

 １ 委員会に委員長を置く。  

 ２ 委員長は、生涯学習担当課長をもって充てる｡ 

 ３ 委員長は、議長を務め、会務を統括する｡ 

 

５ 委員会の開催 

 １ 委員会は、委員長が招集する｡ 

 ２ 委員長は、別表３に掲げる職にある者を、必要に応じてオブザーバーとして招聘することが

できる。 

 

６ 事務局 

   委員会に事務局を設置し、以下の担当で組織する。 

   生涯学習担当、初等教育担当、中央図書館利用サービス担当 

 

７ その他 

   この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に必要な事項は、委員長が定める。 

 

附則 

   この要綱は、平成 24 年 1 月 6 日から施行する。 
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別表１（第 2次大阪市子ども読書活動推進計画策定委員会） 

局名 部名 名称 

教育委員会事務局 

 

総務部 企画担当課長 

生涯学習部 生涯学習担当課長 

指導部 首席指導主事（学力向上） 

中学校教育担当課長 

高等学校教育担当課長 

特別支援教育担当課長 

中央図書館 利用サービス担当課長 

地域サービス担当課長 

 

別表２（ワーキング部会） 

局名 部名 名称 

教育委員会事務局 生涯学習部 担当係長（生涯学習担当） 

指導部 担当係長（教育活動支援担当） 

総括指導主事（小学校教育） 

総括指導主事（幼稚園教育） 

総括指導主事（学力向上） 

総括指導主事（中学校教育） 

中央図書館 担当係長（利用サービス担当） 

担当係長（利用サービス担当） 

 

別表３（オブザーバー） 

局名 部名 名称 

こども青少年局 企画部 企画担当課長 

子育て支援部 管理課長 

保育所運営課長代理 

区役所 人権・生涯学習主管課長会 代表 
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4． 子どもの読書活動の推進に関する法律 

 

（目的） 

第１条 この法律は、子どもの読書活動の推進に関し、基本理念を定め、並びに国及び地方公共団体の責

務等を明らかにするとともに、子どもの読書活動の推進に関する必要な事項を定めることにより、子ど

もの読書活動の推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、もって子どもの健やかな成長に資す

ることを目的とする。 

 

（基本理念） 

第２条 子ども（おおむね 18歳以下の者をいう。以下同じ。）の読書活動は、子どもが、言葉を学び、感

性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生をより深く生きる力を身に付けていく上で欠

くことのできないものであることにかんがみ、すべての子どもがあらゆる機会とあらゆる場所におい

て自主的に読書活動を行うことができるよう、積極的にそのための環境の整備が推進されなければな

らない。 

 

（国の責務） 

第３条 国は、前条の基本理念（以下「基本理念」という。）にのっとり、子どもの読書活動の推進に関

する施策を総合的に策定し、及び実施する責務を有する。 

 

（地方公共団体の責務） 

第４条 地方公共団体は、基本理念にのっとり、国との連携を図りつつ、その地域の実情を踏まえ、子ど

もの読書活動の推進に関する施策を策定し、及び実施する責務を有する。 

 

（事業者の努力） 

第５条 事業者は、その事業活動を行うに当たっては、基本理念にのっとり、子どもの読書活動が推進さ

れるよう、子どもの健やかな成長に資する書籍等の提供に努めるものとする。 

 

（保護者の役割） 

第６条 父母その他の保護者は、子どもの読書活動の機会の充実及び読書活動の習慣化に積極的な役割

を果たすものとする。 

 

（関係機関等との連携強化） 

第７条 国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策が円滑に実施されるよう、学校、

図書館その他の関係機関及び民間団体との連携の強化その他必要な体制の整備に努めるものとする。 

 

（子どもの読書活動推進基本計画） 

第８条 政府は、子どもの読書活動の推進に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、子どもの

読書活動の推進に関する基本的な計画（以下「子どもの読書活動推進基本計画」という。）を策定しな

ければならない。 
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２  政府は子ども読書活動推進基本計画を策定したときは、遅滞なく、これを国会に報告するととも

に、公表しなければならない。 

 

３  前項の規定は、子ども読書活動推進基本計画の変更について準用する。 

 

（都道府県子ども読書活動推進計画等） 

第９条 都道府県は、子ども読書活動推進基本計画を基本とするとともに、当該都道府県における子ども

の読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該都道府県における子どもの読書活動の推進に関する施策に

ついての計画（以下「都道府県子ども読書活動推進計画」という。）を策定するよう努めなければなら

ない。 

 

２  市町村は、子ども読書活動推進基本計画（都道府県子ども読書活動推進計画が策定されていると

きは、子ども読書活動推進基本計画及び都道府県子ども読書活動推進計画）を基本とするとともに、

当該市町村における子どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該市町村における子どもの読書

活動の推進に関する施策についての計画（以下「市町村子ども読書活動推進計画」という。）を策定

するよう努めなければならない。 

 

３  都道府県又は市町村は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書活動推進計画

を策定したときは、これを公表しなければならない。 

 

４  前項の規定は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書活動推進計画の変更に

ついて準用する。 

 

（子ども読書の日） 

第 10条 国民の間に広く子どもの読書活動についての関心と理解を深めるとともに、子どもが積極的に

読書活動を行う意欲を高めるため、子ども読書の日を設ける。 

 

２  子どもの読書の日は、４月 23 日とする。 

 

３  国及び地方公共団体は、子ども読書の日の趣旨にふさわしい事業を実施するよう努めなければ

ならない。 

 

（財政上の措置等） 

第 11条 国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策を実施するため必要な財政上の

措置その他の措置を講ずるよう努めるものとする。 

 

 附 則 

この法律は、公布の日から施行する。 

 

※ 2001 年（平成 13 年）12月 12 日公布・施行 


